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総評 
 

【学科試験の傾向】 

 例年同様に、五肢択一と四肢択一の問題でしたが、【学科試験 2】における科目

の問題数に変更がありました。給水装置の概要が 13問(例年 15問)、給水装置施工

管理法が 7問(例年 5問)の出題でした。 

 難易度的には、過去に出題のない内容の問題も一部ありましたが、五肢択一が前

年より 4問減少したことから、全体的には概ね昨年同様のレベルと言って良いでし

ょう。 

 給水装置工事事務論の問題で、判断に迷う内容が散見されますから、科目の基準

ライン(昨年は 5問中 2問)を満たせるかがポイントになるでしょう。 

 


